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(57)【要約】
　１以上の光源１２のためのフェードイン又はフェード
アウト特性を選択するためにセンサデータを利用する照
明ユニット１０が開示されている。該照明ユニットは、
クロックモジュール２０、周囲光レベルセンサ１８及び
コントローラ１６を含む。該コントローラは、上記周囲
光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力すると共
に上記クロックモジュールから時刻データを入力し、該
入力された情報を用いてフェードイン又はフェードアウ
ト特性を自動的に選択する。該コントローラは、入力さ
れた上記周囲光レベルデータを用いて上記クロックモジ
ュールを校正することもできる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放出される光の特性が調整可能である少なくとも１つの光源と、
　クロックモジュールと、
　前記光源と前記クロックモジュールとの間に動作可能に接続されたコントローラと、
を有する照明ユニットであって、
　前記コントローラは前記クロックモジュールから時刻データを入力し、
　前記コントローラは前記光の特性のためのフェードイン特性又はフェードアウト特性を
前記時刻データに少なくとも部分的に基づいて自動的に選択する、
照明ユニット。
【請求項２】
　周囲光レベルを感知する周囲光レベルセンサを更に有し、
　前記コントローラは前記光源と前記周囲光レベルセンサ及び前記クロックモジュールの
両者との間に動作可能に接続され、
　前記コントローラは前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力すると共に
、前記クロックモジュールから時刻データを入力し、
　前記コントローラは前記光の特性のための前記フェードイン特性又はフェードアウト特
性を前記周囲光レベルデータ又は前記時刻データに少なくとも部分的に基づいて自動的に
選択する、
請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項３】
　前記コントローラが前記クロックモジュールを校正するために前記周囲光レベルデータ
を使用する、請求項２に記載の照明ユニット。
【請求項４】
　遠隔の周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力し、及び／又は遠隔のクロッ
クモジュールから時刻データを入力する通信モジュールを更に有する、請求項２に記載の
照明ユニット。
【請求項５】
　前記通信モジュールが近距離通信モジュールである、請求項４に記載の照明ユニット。
【請求項６】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源により放出される光の輝度である、請求項１
に記載の照明ユニット。
【請求項７】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源により放出される光のカラー又は色温度であ
る、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項８】
　前記コントローラと前記少なくとも１つの光源との間に動作可能に接続された光源ドラ
イバを更に有する、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項９】
　前記コントローラが前記光源ドライバに前記選択されたフェードイン又はフェードアウ
ト特性を供給する、請求項８に記載の照明ユニット。
【請求項１０】
　前記クロックモジュール及び前記コントローラに動作可能に接続されたエネルギ蓄積部
を更に有する、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項１１】
　全地球測位システム（ＧＰＳ）を更に有し、前記コントローラが、更に、前記少なくと
も１つの光源から放出される光のためのフェードイン特性又はフェードアウト特性を前記
ＧＰＳから入力される位置情報に少なくとも部分的に基づいて自動的に選択する、請求項
１に記載の照明ユニット。
【請求項１２】
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　白熱電球のためのエジソン型ソケットと互換性のある電気コネクタを更に有する、請求
項１に記載の照明ユニット。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの光源がＬＥＤ型光源である、請求項１に記載の照明ユニット。
【請求項１４】
　少なくとも１つの光源、周囲光レベルセンサ、クロックモジュール並びに前記光源と前
記周囲光レベルセンサ及び前記クロックモジュールの両方との間に動作可能に接続された
コントローラを有する照明ユニットを用いて光の特性のためのフェードイン特性を決定す
る方法であって、
　前記コントローラにおいて前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力する
ステップと、
　前記コントローラにおいて前記クロックモジュールから時刻データを入力するステップ
と、
　フェードイン特性のリクエストを入力するステップと、
　前記コントローラを用いて、前記光の特性のための前記フェードイン特性を前記入力さ
れた周囲光レベルデータ又は時刻データに少なくとも部分的に基づいて決定するステップ
と、
　前記決定されたフェードイン特性を実行するステップと、
を有する、方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの光源がＬＥＤ型光源である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源から放出される光の輝度である、請求項１４
に記載の方法。
【請求項１７】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源から放出される光のカラーである、請求項１
４に記載の方法。
【請求項１８】
　前記照明ユニットが前記コントローラと前記少なくとも１つの光源との間に動作可能に
接続された光源ドライバを有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
　前記決定されたフェードイン特性を前記光源ドライバに送るステップを更に有する、請
求項１４に記載の方法。
【請求項２０】
　前記照明ユニットが全地球測位システム（ＧＰＳ）を有し、前記決定するステップが、
前記フェードイン特性を全地球測位情報に少なくとも部分的に基づいて決定するステップ
を更に有する、請求項１４に記載の方法。
【請求項２１】
　少なくとも１つの光源、クロックモジュール及び前記光源と前記クロックモジュールと
の間に動作可能に接続されたコントローラを有する照明ユニットを用いて光の特性のため
のフェードアウト特性を決定する方法であって、
　前記コントローラにおいて前記クロックモジュールから時刻データを入力するステップ
と、
　フェードアウト特性のリクエストを入力するステップと、
　前記コントローラを用いて、前記光の特性のための前記フェードアウト特性を前記時刻
データに少なくとも部分的に基づいて決定するステップと、
　前記決定されたフェードアウト特性を実行するステップと、
を有する、方法。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの光源がＬＥＤ型光源である、請求項２１に記載の方法。
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【請求項２３】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源から放出される光の輝度である、請求項２１
に記載の方法。
【請求項２４】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源から放出される光のカラーである、請求項２
１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記照明ユニットが前記コントローラと前記少なくとも１つの光源との間に動作可能に
接続された光源ドライバを有する、請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記決定されたフェードアウト特性を前記光源ドライバに送るステップを更に有する、
請求項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記照明ユニットが全地球測位システム（ＧＰＳ）を有し、前記決定するステップが、
前記フェードアウト特性を全地球測位情報に少なくとも部分的に基づいて決定するステッ
プを更に有する、請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　少なくとも１つのＬＥＤ型光源、周囲光レベルセンサ、クロックモジュール並びに前記
光源と前記周囲光レベルセンサ及び前記クロックモジュールの両方との間に動作可能に接
続されたコントローラを有する照明ユニットを用いて前記クロックモジュールを校正する
方法であって、
　前記コントローラにおいて前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力する
ステップと、
　前記コントローラにおいて前記クロックモジュールから時刻データを入力するステップ
と、
　前記少なくとも１つの光源をオンさせるリクエストを入力するステップと、
　前記少なくとも１つの光源をオフさせるリクエストを入力するステップと、
　前記コントローラにおいて前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力する
ステップと、
　前記クロックモジュールからのデータを用いて、前記少なくとも１つの光源をオンさせ
る前記リクエストと前記少なくとも１つの光源をオフさせる前記リクエストとの間におい
て如何なる量の時間が経過したかを決定するステップと、
　前記少なくとも１つの光源をオンさせる前記リクエストが入力された時点及び前記少な
くとも１つの光源をオフさせる前記リクエストが入力された時点から、如何なる量の時間
が経過したか及び前記周囲光レベルデータの変化に少なくとも部分的に基づいて大凡の時
刻を決定するステップと、
　前記決定された大凡の時刻に基づいて前記クロックモジュールを調整するステップと、
を有する、方法。
【請求項２９】
　前記クロックモジュールを初期時刻データで初期化するステップを更に有する、請求項
２８に記載の方法。
【請求項３０】
　放出される光の特性が調整可能である少なくとも１つの光源と、クロックモジュールと
、メモリと、前記少なくとも１つの光源、前記クロックモジュール及び前記メモリに動作
可能に接続されたコントローラとを有する照明システムを用いて照明シーンを決定する方
法であって、
　前記メモリに、複数の照明シーンの各々に対する実行可能な命令を記憶するステップと
、
　照明シーンに関するリクエストを入力するステップと、
　前記コントローラにおいて前記クロックモジュールから時刻データを入力するステップ
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と、
　前記コントローラを用いて、前記複数の照明シーンのうちの１つに対する実行可能な命
令を前記時刻データに少なくとも部分的に基づいて選択するステップと、
　前記選択された実行可能な命令を実行するステップと、
を有する、方法。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つの光源がＬＥＤ型光源である、請求項３０に記載の方法。　
【請求項３２】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源から放出される光の輝度である、請求項３０
に記載の方法。
【請求項３３】
　前記光の特性が前記少なくとも１つの光源から放出される光のカラーである、請求項３
０に記載の方法。
【請求項３４】
　前記照明システムが、前記複数の照明シーンのうちの１以上に対する前記実行可能な命
令をユーザが修正することを可能にするユーザインターフェースを更に有する、請求項３
０に記載の方法。
【請求項３５】
　前記照明システムが、白熱電球のためのエジソン型ソケットと互換性のある電気コネク
タを更に有する、請求項３０に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　［０００１］本発明は、広くは光源の制御に関するものである。更に詳細には、ここに
開示される本発明の種々の方法及び装置は、一日における時刻及び／又は周囲光条件に基
づいて調整可能な出力属性を有する照明ユニットに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　［０００２］デジタル照明技術、即ち発光ダイオード（ＬＥＤ）等の半導体光源に基づ
く照明は、伝統的な蛍光灯、ＨＩＤ及び白熱電球に対する発展性のある代替品を提供して
いる。ＬＥＤの機能的利点及び利益は、高いエネルギ変換及び光学効率、耐久性、低運転
コスト並びに多くの他のものを含む。ＬＥＤ技術における近年の進歩は、多くの用途にお
いて種々の照明効果を可能にするような効率的且つ丈夫な全スペクトル光源を提供してい
る。これらの光源を具現化した照明器具の幾つかは、例えば米国特許第6,016,038号、第6
,211，626号及び第7,014,336号（参照により、本明細書に組み込まれる）に詳細に説明さ
れているように、例えば赤、緑及び青等の異なるカラーを生じることができる１以上のＬ
ＥＤ並びに斯かるＬＥＤの出力を独立に制御して種々のカラー及び色変化照明効果を発生
させるためのプロセッサを含む照明モジュールを特徴としている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　［０００３］セキュリティ及び快適さを含む特定の照明用途のために、光出力は一日に
おける時刻（time of day）に基づいて調整することができる。一例として、ホームセキ
ュリティのために、このことは誰かが在宅であるかのように見せるために実施される。快
適さのために、時刻に従う照明起動の制御は、しばしば、人が起床する朝等の所定の時刻
に照明を自動的にオンさせるように実施される。他の例として、照明はホームオートメー
ションのために時刻に基づいて調整することができる。他のケースにおいて、時刻に基づ
いて照明が変化することを可能にするために、光源においてはタイミングが必要とされる
。しかしながら、このような時間に基づく人工光の制御のための従来の解決策は、自然光
の色温度変化又は輝度の変化を考慮に入れていない。しかしながら、人の体内時計は、元
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々、このような光の属性の変化により動かされている。
【０００４】
　［０００４］更に、輝度の瞬間的変化は一般的に人の目にとり魅力的でないが、より穏
やかな変化は一層心地よい。従って、一日における一層暗い時間の間又は暗い空間におい
て、放出される光の輝度を低い又はゼロの輝度から、選択された最終輝度へ緩やかにフェ
ードインする光源を有することが望ましい。同様に、一日における一層暗い時間の間又は
暗い空間において、放出される光の輝度を初期の明るい輝度から低い又はゼロの輝度へ緩
やかにフェードアウトする光源を有することが望ましい。また、一日における一層明るい
時間の間又は明るい空間においては、人の目により余り順応が必要とされないので、素早
く上昇又は下降する光源を有することが望ましい。
【０００５】
　［０００５］光の強度（輝度）を緩やかに上昇又は下降させる照明ユニット又は光源は
存在するが、これらのシステムは、一日若しくは一年における時間又は当該光源の地理物
理学的位置を考慮してはいない。従って、当業技術においては、照明特性（lighting pro
file）を一日又は一年の時間（時刻）に基づいて調整することができ、オプションとして
当該光源の地理物理学的位置を考慮することができ、周囲光レベルセンサからのデータを
用いて内部クロックメカニズムを校正することができる照明ユニット又は光源に対する需
要が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　［０００６］本開示は、広くは、一日における時刻を追跡し及び／又は周囲光条件を感
知し、これに応じて自身の光源の輝度（強度）及び／又は色温度を調整するように構成さ
れた照明ユニットに関するものである。例えば、該照明ユニットは、予想される暗闇の時
刻の間及び／又は検出された暗闇の時刻の間においては緩やかに“フェードイン”させる
（即ち、時間にわたり増加させる）ことができる一方、検出された時刻に基づいて予想さ
れる暗闇の時刻の間及び／又は光センサに基づいて検出される暗闇の時刻の間において緩
やかに“フェードアウト”させる（即ち、時間にわたり減少させる）ことができる。
【０００７】
　［０００７］一態様において、本発明は、少なくとも１つの光源であって、該少なくと
も１つの光源から時間にわたり放出される光の少なくとも１つの特性（例えば、輝度等）
が調整可能である少なくとも１つの光源と；クロックモジュールと；前記光源と前記クロ
ックモジュールとの間に動作可能に接続されたコントローラと；を含む照明ユニットに概
して関するものである。前記コントローラは、前記クロックモジュールから時刻データ（
time-of-day data）を入力するように構成されると共に、更に、前記少なくとも１つの光
源から放出される光に対するフェードイン又はフェードアウト輝度特性（fade-in or fad
e-out intensity profile）を前記時刻データに少なくとも部分的に基づいて自動的に選
択するよう構成される。
【０００８】
　［０００８］幾つかの実施態様において、当該照明ユニットは周囲光レベルを感知する
ように構成された周囲光レベルセンサを更に含み、前記コントローラは前記光源と前記周
囲光レベルセンサ及び前記クロックモジュールの両者との間に動作可能に接続されると共
に、前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力する一方、前記クロックモジ
ュールから時刻データを入力し、且つ、前記少なくとも１つの光源から放出される光に対
する前記フェードイン又はフェードアウト輝度特性を前記周囲光レベルデータ又は前記時
刻データに少なくとも部分的に基づいて自動的に選択するよう構成される。
【０００９】
　［０００９］幾つかの実施態様において、当該照明ユニットは前記コントローラと前記
少なくとも１つの光源との間に動作可能に接続された光源ドライバを更に有し、前記コン
トローラは該光源ドライバに前記選択されたフェードイン又はフェードアウト輝度特性を
供給するように構成される。



(7) JP 2016-538686 A 2016.12.8

10

20

30

40

50

【００１０】
　［００１０］幾つかの実施態様において、前記コントローラは前記クロックモジュール
を校正するために前記周囲光レベルデータを使用するように構成される。
【００１１】
　［００１１］幾つかの実施態様において、当該照明ユニットは全地球測位システム（Ｇ
ＰＳ）を更に有し、前記コントローラは、前記少なくとも１つの光源から放出される光の
ためのフェードイン又はフェードアウト輝度特性を前記ＧＰＳから入力される位置情報に
少なくとも部分的に基づいて自動的に選択するよう構成される。
【００１２】
　［００１２］幾つかの実施態様において、当該照明ユニットは、従来の白熱又はハロゲ
ン照明器具のためのソケットと互換性があるように構成された電気コネクタを更に有する
。
【００１３】
　［００１３］他の態様において、本発明は、少なくとも１つの光源、周囲光レベルセン
サ、クロックモジュール並びに前記光源と前記周囲光レベルセンサ及び前記クロックモジ
ュールの両方との間に動作可能に接続されたコントローラを有する照明ユニットを用いて
フェードイン輝度特性を決定する方法に概して関するもので、該方法は、前記コントロー
ラにおいて前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力するステップと、前記
コントローラにおいて前記クロックモジュールから時刻データを入力するステップと、フ
ェードイン輝度特性のリクエストを入力するステップと、前記コントローラを用いて前記
フェードイン輝度特性を前記入力された周囲光レベルデータ又は時刻データに少なくとも
部分的に基づいて決定するステップと、前記決定されたフェードイン輝度特性を実行する
ステップと、を有する。
【００１４】
　［００１４］更に他の態様において、本発明は、少なくとも１つの光源、クロックモジ
ュール及び前記光源と前記クロックモジュールとの間に動作可能に接続されたコントロー
ラを有する照明ユニットを用いてフェードアウト輝度特性を決定する方法に概して関係す
るもので、該方法は、前記コントローラにおいて前記クロックモジュールから時刻データ
を入力するステップと、フェードアウト輝度特性のリクエストを入力するステップと、前
記コントローラを用いてフェードアウト輝度特性を前記時刻データに少なくとも部分的に
基づいて決定するステップと、前記決定されたフェードアウト輝度特性を実行するステッ
プと、を有する。
【００１５】
　［００１５］更に他の態様において、本発明は、少なくとも１つの光源、周囲光レベル
センサ、クロックモジュール並びに前記光源と前記周囲光レベルセンサ及び前記クロック
モジュールの両方との間に動作可能に接続されたコントローラを有する照明ユニットを用
いて前記クロックモジュールを校正する方法に概して関するもので、該方法は、前記コン
トローラにおいて前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力するステップと
、前記コントローラにおいて前記クロックモジュールから時刻データを入力するステップ
と、前記少なくとも１つの光源をオンさせるリクエストを入力するステップと、前記少な
くとも１つの光源をオフさせるリクエストを入力するステップと、前記コントローラにお
いて前記周囲光レベルセンサから周囲光レベルデータを入力するステップと、前記クロッ
クモジュールからのデータを用いて、前記少なくとも１つの光源をオンさせる前記リクエ
ストと前記少なくとも１つの光源をオフさせる前記リクエストとの間において如何なる量
の時間が経過したかを決定するステップと、前記少なくとも１つの光源をオンさせる前記
リクエストが入力された時点及び前記少なくとも１つの光源をオフさせる前記リクエスト
が入力された時点から、如何なる量の時間が経過したか及び前記周囲光レベルデータの何
らかの変化に少なくとも部分的に基づいて大凡の時刻を決定するステップと、前記決定さ
れた大凡の時刻に基づいて前記クロックモジュールを調整するステップと、を有する。
【００１６】
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　［００１６］更に他の態様において、本発明は、放出される光の特性が調整可能である
少なくとも１つの光源と、クロックモジュールと、メモリと、前記少なくとも１つの光源
、前記クロックモジュール及び前記メモリに動作可能に接続されたコントローラとを有す
る照明システムを用いて照明シーンを決定する方法に概して関するものである。該方法は
、複数の照明シーンの各々に対する実行可能な命令を前記メモリに記憶するステップと、
或る照明シーンに関するリクエストを入力するステップと、前記コントローラにおいて前
記クロックモジュールから時刻データを入力するステップと、前記コントローラを用いて
、前記複数の照明シーンのうちの１つに対する実行可能な命令を前記時刻データに少なく
とも部分的に基づいて選択するステップと、前記選択された実行可能な命令を実行するス
テップと、を有する。
【００１７】
　［００１７］幾つかの実施態様において、前記放出された光の調整可能な特性は、前記
光源からの光の輝度及び／又は前記少なくとも１つの光源から放出される光のカラーであ
る。幾つかの実施態様において、前記照明システムは、前記複数の照明シーンのうちの１
以上に対する前記実行可能な命令をユーザが修正することを可能にするように構成された
ユーザインターフェースを更に含む。
【００１８】
　［００１８］本開示の目的のために本明細書で使用される場合、“ＬＥＤ”なる用語は
、如何なる発光（エレクトロルミネッセント）ダイオード、又は電気信号に応答して放射
を発生することが可能な他のタイプの電荷注入／接合型システムをも含むものと理解され
るべきである。従って、ＬＥＤなる用語は、これらに限定されるものではないが、電流に
応答して光を放出する種々の半導体型構造体、発光ポリマ、有機発光ダイオード（ＯＬＥ
Ｄ）、エレクトロルミネッセント・ストリップ等を含む。特に、ＬＥＤなる用語は、赤外
スペクトル、紫外スペクトル及び可視スペクトルの種々の部分（通常、約４００ナノメー
トルから約７００ナノメートルまでの放射波長を含む）の１以上において放射を発生する
ように構成することができる全てのタイプの発光ダイオード（半導体及び有機発光ダイオ
ードを含む）を指す。ＬＥＤの幾つかの例は、これらに限定されるものではないが、種々
のタイプの赤外ＬＥＤ、紫外ＬＥＤ、赤色ＬＥＤ、青色ＬＥＤ、緑色ＬＥＤ、黄色ＬＥＤ
、琥珀色ＬＥＤ、橙色ＬＥＤ及び白色ＬＥＤを含む（後に更に説明する）。また、ＬＥＤ
は所与のスペクトルに対して種々の（例えば、狭い帯域幅、広い帯域幅）帯域幅（例えば
、半値全幅又はＦＷＨＭ）及び所与の一般色分類内で種々の優勢波長を持つ放射を発生す
るよう構成及び／又は制御することができると理解されるべきである。
【００１９】
　［００１９］例えば、実質的に白色光を発生するように構成されたＬＥＤ（例えば、白
色ＬＥＤ）の一構成例は、組み合わせで実質的に白色光を形成するように混ざり合うよう
な、異なるスペクトルのエレクトロルミネッセンスを各々放出する複数のダイを含むこと
ができる。他の構成例では、白色光ＬＥＤは、第１スペクトルを持つエレクトロルミネッ
センスを別の第２のスペクトルに変換する蛍光体材料に関連され得る。この構成の一例に
おいて、相対的に短い波長及び狭い帯域幅のスペクトルを持つエレクトロルミネッセンス
は上記蛍光体材料を“ポンピング”し、該蛍光体材料は幾らか広いスペクトルを持つ一層
長い波長の放射を放出する。
【００２０】
　［００２０］また、ＬＥＤなる用語はＬＥＤの物理的及び／又は電気的パッケージのタ
イプを限定するものではないと理解されるべきである。例えば、ＬＥＤは、前述したよう
に異なるスペクトルの放射を各々放出するように構成された複数のダイ（例えば、個別に
制御することが可能であるか又は可能でない）を有する単一の発光デバイスを指し得る。
また、ＬＥＤは、当該ＬＥＤの一体部分と見なされる蛍光体と関連され得る（例えば、幾
つかのタイプの白色ＬＥＤ）。一般的に、ＬＥＤなる用語は、パッケージ化ＬＥＤ、非パ
ッケージ化ＬＥＤ、表面実装ＬＥＤ、チップオンボードＬＥＤ、Ｔパッケージ実装ＬＥＤ
、ラジアルパッケージＬＥＤ、電力パッケージＬＥＤ、何らかのタイプのケース及び／又
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は光学素子（例えば、拡散レンズ）を含むＬＥＤ等を指すことができる。
【００２１】
　［００２１］“光源”なる用語は、これらに限定されるものではないが、ＬＥＤ型光源
（先に定義したような1以上のＬＥＤを含む）、白熱光源（例えば、フィラメント電球、
ハロゲン電球等）、蛍光光源、燐光光源、高輝度放電光源（例えば、ナトリウム蒸気、水
銀蒸気及び金属ハライド電球）、レーザ、他のタイプのエレクトロルミネッセント光源、
及び発光ポリマを含む種々の放射光源の何れか1以上を指すと理解されたい。
【００２２】
　［００２２］所与の光源は、可視スペクトル内、可視スペクトル外、又はこれら両方の
組み合わせで電磁放射を発生するように構成することができる。従って、“光”及び“放
射”なる用語は、ここでは入れ替え可能に使用される。更に、光源は、一体部品として、
1以上のフィルタ（例えば、カラーフィルタ）、レンズ又は他の光学部品を含むことがで
きる。また、光源は、これらに限定されるものではないが、指示、表示及び／又は照明を
含む種々の用途のために構成することができると理解されるべきである。“照明光源”は
、内部又は外部空間を効果的に照明するために十分な輝度を持つ放射を発生するように特
別に構成された光源である。この点において、“十分な輝度”とは、周囲照明（即ち、間
接的に知覚され得ると共に、例えば全体的に又は部分的に知覚される前に1以上の種々の
介在表面から反射され得る光）を供給するために空間又は環境において発生される可視ス
ペクトルにおける十分な放射パワーを指す（放射パワー又は“光束”に関しては、しばし
ば、“ルーメン”なる単位が光源から全方向への全光出力を表すために使用される）。
【００２３】
　［００２３］“スペクトル”なる用語は、１以上の光源により生成された放射の何れか
１以上の周波数（又は波長）を指すものと理解されたい。従って、“スペクトル”なる用
語は、可視範囲における周波数（又は波長）のみならず、赤外、紫外及び全体の電磁スペ
クトルの他の領域における周波数（又は波長）をも指す。また、或るスペクトルは、相対
的に狭い帯域幅（例えば、実質的に僅かな周波数又は波長成分しか有さないＦＷＨＭ）又
は相対的に広い帯域幅（種々の相対強度を持つ幾つかの周波数又は波長成分）を有するこ
とができる。また、或るスペクトルは２以上の他のスペクトルの混合（例えば、複数の光
源から各々放出された放射の混合）の結果であり得ると理解されたい。
【００２４】
　［００２４］本開示の目的のため、“カラー（色）”なる用語は、“スペクトル”なる
用語と互換可能に使用されている。しかしながら、“カラー（色）”なる用語は、一般的
に、観察者により知覚可能である放射の特性を主に指すように使用される（もっとも、こ
の用い方は、この用語の範囲を限定する意図でない）。従って、“異なるカラー”なる用
語は、異なる波長成分及び／又は帯域幅を持つ複数のスペクトルを黙示的に示す。また、
“カラー（色）”なる用語は、白色及び非白色光の両方との関連で使用することもできる
と理解されたい。
【００２５】
　［００２５］“色温度”なる用語は、通常、ここでは白色光との関連で使用されている
。もっとも、このような使用は該用語の範囲を限定しようというものではない。色温度は
、本質的に、白色光の特定の色含有量又は色合い（shade）を示す（例えば、赤みがかっ
た、青みがかった等）。或る放射サンプルの色温度は、通常、実質的に当該放射サンプル
と同一のスペクトルを放射する黒体放射体のケルビン（Ｋ）での温度により特徴付けられ
る。黒体放射体の色温度は、通常、約７００度Ｋ（典型的には、人の目にとり最初に見え
ると考えられている）から１０,０００度Ｋを超えるまでの範囲内に入る。白色光は、通
常、１５００～２０００度Ｋより上の色温度で知覚される。
【００２６】
　［００２６］より低い色温度は、通常、一層顕著な赤成分又は“暖かい感じ”を持つ白
色光を示す一方、より高い色温度は、通常、一層顕著な青成分又は“冷たい感じ”を持つ
白色光を示す。例示として、火は約１,８００度Ｋの色温度を有し、通常の白熱電球は約
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２８４８度Ｋの色温度を有し、早朝の日光は約３,０００度Ｋの色温度を有し、曇った昼
の空は約１０,０００度Ｋの色温度を有する。約３,０００度Ｋの色温度を持つ白色光の下
で見られるカラー画像は相対的に赤みがかった色調を持つ一方、約１０,０００度Ｋの色
温度を持つ白色光の下で見られる同じカラー画像は相対的に青みがかった色調を持つ。
【００２７】
　［００２７］“照明器具（照明固定具）”なる用語は、ここでは、特定のフォームファ
クタ、アセンブリ若しくはパッケージでの１以上の照明ユニットの構成又は配置を指すた
め使用されている。“照明ユニット”なる用語は、ここでは、同一又は異なるタイプの１
以上の光源を含む装置を指すために使用されている。所与の照明ユニットは、光源（又は
複数の光源）のための種々の取付配置、エンクロージャ／ハウジング配置及び形状、並び
に／又は電気的及び機械的接続構造の何れかを有することができる。更に、所与の照明ユ
ニットは、オプションとして、当該光源（又は複数の光源）の動作に関係する種々の他の
部品（例えば、制御回路）に関連され得る（例えば、含む、結合される及び／又は一緒に
パッケージ化される）。“ＬＥＤ照明ユニット”とは、前述したような１以上のＬＥＤ型
光源を単独で又は他の非ＬＥＤ型光源との組み合わせで含む照明ユニットを指す。“多チ
ャンネル”照明ユニットとは、異なるスペクトルの放射を各々発生するように構成された
少なくとも２つの光源を含むＬＥＤの又は非ＬＥＤの照明ユニットを指し、上記異なる光
源スペクトルの各々を当該多チャンネル照明ユニットの“チャンネル”と称することがで
きる。
【００２８】
　［００２８］“コントローラ”なる用語は、ここでは、1以上の光源の動作に関係する
種々の装置を広く記述するために使用されている。コントローラは、ここで述べる種々の
機能を果たすために、多数の形態で（例えば、専用のハードウェアによる等）実施化する
ことができる。“プロセッサ”は、ここで述べる種々の機能を実行するために、ソフトウ
ェア（例えば、マイクロコード）を用いてプログラムすることができる１以上のマイクロ
プロセッサを使用するコントローラの一例である。コントローラは、プロセッサを使用す
るか又は使用しないで実施化することができ、幾つかの機能を実行するための専用のハー
ドウェアと、他の機能を実行するためのプロセッサ（例えば、1以上のプログラムされた
マイクロプロセッサ及び関連する回路）との組み合わせとして実施化することもできる。
本開示の種々の実施態様で使用することが可能なコントローラ部品の例は、これらに限定
されるものではないが、通常のマイクロプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
及びフィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）を含む。
【００２９】
　［００２９］種々の構成において、プロセッサ又はコントローラは１以上の記憶媒体（
例えばＲＡＭ、ＰＲＯＭ、EPROM及びEEPROM等の揮発性及び不揮発性コンピュータメモリ
、フロッピーディスク、コンパクトディスク、光ディスク又は磁気テープ等であり、ここ
では広く“メモリ”と称する）に関連され得る。幾つかの構成例において、上記記憶媒体
は、１以上のプロセッサ及び／又はコントローラ上で実行された場合に本明細書で述べる
機能の少なくとも幾つかを実行する1以上のプログラムによりコード化することができる
。種々の記憶媒体は、プロセッサ若しくはコントローラ内に固定され、又は当該記憶媒体
上に記憶された1以上のプログラムをプロセッサ又はコントローラにロードして、ここで
述べる本発明の種々の態様を実施することができるように、移送可能なものとすることが
できる。“プログラム”又は“コンピュータプログラム”なる用語は、ここでは、1以上
のプロセッサ又はコントローラをプログラムするために使用することが可能な如何なるタ
イプのコンピュータコード（例えば、ソフトウェア又はマイクロコード）をも示すように
汎用的な意味で使用されている。
【００３０】
　［００３０］ここで使用される“ユーザインターフェース”なる用語は、人間のユーザ
又は操作者と１以上の装置との間のインターフェースであって、ユーザと装置との間の通
信を可能にするインターフェースを指す。本開示の種々の実施態様において使用すること
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ができるユーザインターフェースの例は、これらに限定されるものではないが、スイッチ
、ポテンショメータ、釦、ダイヤル、スライダ、マウス、キーボード、キーパッド、種々
のタイプのゲームコントローラ（例えば、ジョイスティック）、トラックボール、表示ス
クリーン、種々のタイプのグラフィックユーザインターフェース（ＧＵＩ）、タッチスク
リーン、マイクロフォン及び何らかの形態の人により発生された刺激を受け、これに応答
して信号を発生することができる他のタイプのセンサを含む。
【００３１】
　［００３１］ここで使用される“照明シーン（lighting scene）”なる用語は、部屋、
表面、空間又は他の目標の所望の照明を達成するための光源の固有の構成を指す。該構成
は、例えば、観察者により知覚することができる放射の特性を含むことができる（もっと
も、この用法は該用語の範囲を限定しようとするものではない）。例えば、該構成により
影響を受ける特性は、多数の他の特性のなかでも、とりわけ輝度及びカラーを含むことが
できる。
【００３２】
　［００３２］上述した概念及び後に詳述する追加の概念の全ての組み合わせ（斯かる概
念が互いに矛楯しない限り）は、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図され
ることが理解されるべきである。特に、この開示の最後に現れる請求項に記載の主題の全
ての組み合わせは、ここに開示される本発明の主題の一部であると意図される。また、参
照により本明細書に組み込まれる何れかの文献にも現れる、ここで明示的に使用される用
語は、ここに開示される特定の概念と最も一貫性のある意味が付与されるべきであると理
解されるべきである。
【００３３】
　［００３３］尚、図面において同様の符号は、異なる図を通して、同様の部分を概して
示している。また、各図は必ずしも寸法通りではなく、代わりに本発明の原理を解説する
に当たり概して誇張されている。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】図１は、本発明の一実施態様による照明ユニットのブロック図を示す。
【図２】図２は、本発明の他の実施態様による照明ユニットのブロック図を示す。
【図３】図３は、本発明の他の実施態様による照明ユニットを示す。
【図４】図４は、本発明の一実施態様による照明特性を決定する方法のフローチャートで
ある。
【図５】図５は、本発明の一実施態様によるクロックを校正する方法のフローチャートで
ある。
【図６】図６は、本発明の他の実施態様によるクロックを校正する方法のフローチャート
である。
【図７】図７は、本発明の一実施態様による照明特性を示す。
【図８】図８は、本発明の一実施態様による少なくとも部分的に時刻に基づいた照明特性
の選択を示す。
【図９】図９は、本発明の一実施態様による種々の接続された照明ユニットを備える部屋
を示す。
【図１０】図１０は、本発明の一実施態様による照明システムを示す。
【図１１】図１１は、本発明の一実施態様による照明特性を決定する方法のフローチャー
トである。
【図１２】図１２は、本発明の一実施態様による種々の事前にプログラムされた照明シー
ンを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　［００４６］出願人は、例えば輝度及び／又は色温度等の、出力の特定の属性を一日に
おける時刻及び周囲光条件に基づいて調整することができる照明ユニットを提供すること
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が有益であろうと認識及び理解した。
【００３６】
　［００４７］上記に鑑みて、本発明の種々の実施態様及び構成例は、時刻（time of da
y）を追跡すると共に周囲光条件を感知し、且つ、それに応じて光源の輝度及び／又は色
温度を調整するための要素を含む独立型のＬＥＤに基づく電球等の照明ユニットに関する
ものである。
【００３７】
　［００４８］図１を参照すると、一実施態様において、例えば１以上のＬＥＤを採用し
たＬＥＤ型光源等の１以上の光源１２を含む照明ユニット１０が提供される。上記光源は
、１以上の光源ドライバ１４により、所定の特性（即ち、色彩強度、色温度等）の光を放
出するように駆動することができる。当該照明ユニット１０には、種々の異なるカラーの
放射を発生するように構成された異なる構成及び種々のタイプの光源（全てがＬＥＤ型光
源、ＬＥＤ型及び非ＬＥＤ型光源が単独又は組み合わせで、等）を採用することができる
。
【００３８】
　［００４９］照明ユニット１０は、前記光源を駆動し、該光源から種々の輝度及び／又
はカラーの光を発生させるための１以上の信号を出力するように構成又はプログラムされ
たコントローラ１６も含んでいる。例えば、コントローラ１６は、各光源により発生され
る光の輝度及び／又はカラーを独立に制御し、光源のグループを制御し、又は全ての光源
を一緒に制御するために各光源に対して制御信号を発生するようプログラム又は構成する
ことができる。他の態様によれば、コントローラ１６は光源ドライバ１４等の他の専用の
回路を制御することができ、該回路が光源を制御して、これら光源の輝度を変化させるよ
うにする。コントローラ１６は、例えば、ここで説明する種々の機能を実行するためにソ
フトウェアを用いてプログラムされたマイクロプロセッサとすることができ、メモリ２８
との組み合わせで使用することができる。該メモリは、上記マイクロプロセッサにより実
行するための１以上の照明コマンド又はソフトウェアプログラム及び、限定されるもので
はないが、当該照明ユニットに関する固有の識別子を含む種々のタイプのデータを含むデ
ータを記憶することができる。
【００３９】
　［００５０］コントローラ１６は、光源ドライバ１４に光源１２の輝度及び／又は色温
度を、後に詳細に説明するように、とりわけ周囲光条件及び／又は一日の時刻等の所定の
データに基づいて調整させるようにプログラム、構造化及び／又は構成することができる
。
【００４０】
　［００５１］更に、照明ユニット１０はフォトダイオード等の光センサ１８を含むこと
ができ、該光センサはコントローラ１６の入力端に接続されると共に当該照明ユニット１
０の近傍における周囲光データを収集し、収集した該周囲光データを表すデータをコント
ローラ１６に送信することができる。幾つかの実施態様において、センサ１８は照明ユニ
ット１０から離れており、取得したセンサデータを当該照明ユニットの通信モジュール４
０に送信する。通信モジュール４０は、例えば、コントローラ１６と通信状態で配置され
るブルートゥース（登録商標）、ＩＲ又は近距離無線通信とすることができ、他の例とし
て、コントローラ１６は斯かる通信モジュールと統合することもできる。
【００４１】
　［００５２］更に、照明ユニット１０はクロックモジュール２０を含み、該クロックモ
ジュールはコントローラ１６に組み込まれるか、又はコントローラ１６に接続されて該コ
ントローラ１６から信号を入力し、且つ、該コントローラ１６へ信号を供給することがで
きるようにする。
【００４２】
　［００５３］また、照明ユニット１０は電源（電力源）２４も含み、該電源は最も典型
的にはＡＣ電源であるが、なかでも、ＤＣ電源、太陽光電源又は機械式電源を含む他の電
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源も可能である。該電源は、外部電源から受ける電力を当該照明ユニットにより使用可能
な形態に変換する電源コンバータに動作可能につなげることができる。当該照明ユニット
１０の種々の部品に電力を供給するために、該照明ユニットは、ＡＣ電源２４からＡＣ電
力を受けると共に該ＡＣ電力を斯かる照明ユニットの部品に給電するための直流に変換す
るＡＣ／ＤＣコンバータ（例えば、整流回路）２２も含むことができる。更に、照明ユニ
ット１０は再充電可能な電池又はコンデンサ等のエネルギ蓄積装置２６も含むことができ
、該エネルギ蓄積装置はＡＣ／ＤＣコンバータ２２との接続を介して再充電されると共に
、ＡＣ電源２４への回路が開放された場合（即ち、スイッチ２５がオフされた場合）にコ
ントローラ１６及び光源ドライバ１４に電力を供給することができる。このように、エネ
ルギ蓄積装置２６は、クロックモジュール２０の機能を維持するためにコントローラ１６
に対して継続的な電力が供給されることを可能にすると共に、ＡＣ電源がオフされた後に
光源がフェードオフし又は、望むなら、最小限の量の発光を維持するために、ＡＣ電源が
オフされた後に光源ドライバ１４に電力を供給することもできる。
【００４３】
　［００５４］一実施態様によれば、照明ユニット１０は、当該照明ユニットの適切な照
明特性（lighting profile）を決定し、及び／又はクロックモジュール２０を校正するた
めに、クロックモジュール２０により供給される時刻データ、光センサ１８により供給さ
れる光データ及び光源１２の位置に対する地理的位置情報を必要とする。従って、コント
ローラ１６は光源１２の位置に対する地理的位置情報を操作、記憶又はアクセスするよう
にプログラム、構造化及び／又は構成することができる。例えば、ＧＰＳ３０を、地理的
位置データを入力する目的で当該照明ユニット１０の一部として設けることができる。他
の例として、コントローラ１６を、製造時点で（又はユーザにより設置地点で）、当該照
明ユニット１０が配置された又は配置される地理的位置データによりプログラム、構造化
及び／又は構成することができる。既知の地理的位置データにより、コントローラ１６は
当該地理的位置の日の出及び日没データを自身のメモリ２８に記憶することができる。セ
ンサ１８により収集された周囲光データ並びにクロックモジュール２０により供給される
一日おける時刻及び／又は一年における日（日付：day of year）と組み合わせて、コン
トローラ１６は、所与の日付及び所与の時刻における当該地理的位置の自然光に対応した
適切な光レベルを決定する光補正アルゴリズムによりプログラムすることができる。この
光補正アルゴリズムを使用することにより、コントローラ１６は、光源１２が当該時刻に
おいて予想される自然光レベルに対応する光を放出するように光の輝度及び／又はカラー
を調整する及び／又は調節する信号を光源ドライバ１４に供給することができる。
【００４４】
　［００５５］例えば、コントローラ１６は光源１２に、検出される時刻に基づく予想さ
れる暗さの時間及び／又は前記光センサに基づいて検出される暗さの時間の間において緩
やかに“フェードイン”するように（即ち、時間にわたり増加させるように）指示するこ
とができる。他の例として、コントローラ１６は光源１２に、検出される時刻に基づく予
想される暗さの時間及び／又は前記光センサに基づいて検出される暗さの時間の間におい
て緩やかに“フェードアウト”するように（即ち、時間にわたり減少させるように）指示
することができる。また、コントローラ１６は光源１２に、検出される時刻に基づく予想
される昼光の時間及び／又は前記光センサに基づいて検出される昼光の時間の間において
速やかに“フェードイン”するように指示することもできる。また、コントローラ１６は
光源１２に、検出される時刻に基づく予想される昼光の時間及び／又は前記光センサに基
づいて検出される昼光の時間の間において速やかに“フェードアウト”するように指示す
ることもできる。
【００４５】
　［００５６］図２を参照すると、一実施態様において、１以上の光源１２を含む照明ユ
ニット１０が提供される。この実施態様においては、調光器３２がコントローラ１６と光
源ドライバ１４との間に配置される。調光器３２は、当該照明ユニット１０におけるユー
ザによりアクセス可能な外部上に配置されたスライダ又はノブとすることができ、ユーザ
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が該照明ユニット１０の光の輝度又は色温度等のパラメータを最小レベルと最大レベルと
の間で選択的に変化させることを可能にする。例えば、調光器３２は光源１２が放出する
最小輝度レベル（調光器３２により定められた範囲内で変化し得る）を可能にすることが
できる。
【００４６】
　［００５７］図２にも示された照明ユニット１０の他の実施態様は、ブルートゥース（
登録商標）、ＩＲ又は近距離通信（ＮＦＣ）チップ等の通信モジュール４０を設けており
、上記近距離通信チップはコントローラ１６と通信状態で配置されるか、代わりに、コン
トローラ１６がＮＦＣチップを組み込むことができる。時刻及び日付データ並びに、オプ
ションとして、地理的位置データを含むソフトウェアアプリケーションが備えられたスマ
ートフォン４２又は他の無線送信計算装置を、照明ユニット１０の近傍に配置して、上記
時刻／日付／位置を通信モジュール４０に送信すべく起動することができる。すると、該
通信モジュールは該データをコントローラ１６に通知し、該コントローラはクロックモジ
ュール２０を上記時刻データにより校正すると共に、自身の照明アルゴリズムの処理に使
用するために上記日付及び位置データを記憶する（本明細書で更に説明する）。
【００４７】
　［００５８］図３を参照すると、本発明の一実施態様による照明ユニット１０が開示さ
れている。幾つかの実施態様において、ＬＥＤ照明ユニット１０は、例えば白熱、小型蛍
光又はハロゲン電球等の従来の光源を通常は使用する照明器具（照明固定具）への改良置
換（レトロフィット）のために構成されている。“改良置換（レトロフィット）”なる用
語は、従来の光源のために通常は使用される照明器具へ取り付けることを意味する。従っ
て、従来の光源をＬＥＤ照明ユニット１０により置換又は改良置換することができる。
【００４８】
　［００５９］図３に示されるように、レトロフィットＬＥＤ照明ユニット１０は外囲体
５０を含み、該外囲体は例えばガラス、プラスチック、又は完全若しくは半透明又は透光
性材料から形成することができる。外囲体５０内には、ＬＥＤ型光源１２が存在する。Ｌ
ＥＤ型光源１２は、１以上のＬＥＤを有することができ、１以上の光源ドライバ１４によ
り所定の特性（即ち、色彩強度、色温度）の光を放出するように駆動することができる。
照明ユニット１０には、種々の異なるカラーの放射を発生するように構成された多くの異
なる数及び種々のタイプの光源（全てがＬＥＤ型光源、ＬＥＤ型及び非ＬＥＤ型光源が単
独又は組み合わせで、等）を採用することができる。
【００４９】
　［００６０］ＬＥＤ照明ユニット１０は基部（口金）５２を更に含むことができ、該基
部は好ましくはネジ山付き電気コネクタ５４を含み、該電気コネクタは照明器具の好まし
くはネジ溝付きソケット（図示略）と結合することができるように構成される。例えば、
電気コネクタ５４は伝統的白熱電球のエジソン型ソケット（図示略）と互換性がある。基
部５２は、種々の実施態様で説明される光源ドライバ１４、コントローラ１６、メモリ２
８、クロックモジュール２０、エネルギ蓄積装置２６、ＧＰＳ３０及び／又は通信モジュ
ール４０のうちの1以上を含むことができる。基部５２は、例えば、図１、図２及び図１
０に関連して説明する照明ユニットの部品の何れを含むこともできる。
【００５０】
　［００６１］基部５２はフォトダイオード等の光センサ１８も含むことができ、該光セ
ンサはコントローラ１６の入力端に接続されて当該照明ユニット１０の近傍の周囲光デー
タを収集し、収集した該周囲光データを表すデータをコントローラ１６に送信することが
できる。図３に示されるように、幾つかの実施態様において、当該ＬＥＤ照明ユニット１
０の基部５２は、周囲光を光センサ１８により受光することができるセンサ開口５６を含
んでいる。幾つかの実施態様において、光センサ１８は該センサ開口５６にわたって部分
的に又は完全に広がるものとする。他の実施態様において、センサ１８は当該照明ユニッ
ト１０からは離れたものであり、取得されたセンサデータを当該照明ユニットの通信モジ
ュール４０に送信する。
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【００５１】
　［００６２］幾つかの実施態様において、レトロフィット照明ユニット１０はスライダ
又はノブ等の調光器３２を含むことができ、該調光器は、ユーザによりアクセス可能であ
って、ユーザが該照明ユニットの光の輝度又は色温度等のパラメータを最小レベルと最大
レベルとの間で選択的に変化させることを可能にする。例えば、調光器３２は光源１２が
放出する最小輝度レベル（調光器３２により定められた範囲内で変化し得る）を可能にす
ることができる。
【００５２】
　［００６３］図４を参照すると、本発明の一実施態様による照明特性（lighting profi
le）を決定する方法を説明したフローチャートが示されている。ステップ１００において
、照明ユニット１０は設置され、ＡＣ電力の電源２４に接続される。当該照明ユニットは
、ここに記載した実施態様又はそれ以外で想定されるものの何れかとすることができ、図
１及び図２に関連して説明した照明ユニットの部品の何れか（例えば、光源１２、光源ド
ライバ１４、コントローラ１６、センサ１８、クロックモジュール２０等）を含むことが
できる。
【００５３】
　［００６４］ステップ１１０において、照明ユニット１０は種々の内部及び／又は外部
データ出力要素から照明入力データを入力する。例えば、照明入力データは光センサ１８
からの周囲光レベルデータ、クロックモジュール２０からの時刻データ及びＧＰＳ３０か
らの位置データを含むことができる。他の例として、スマートフォン又は携帯計算装置が
時刻、日付及び／又は位置データを通信モジュール４０に送信することができる。
【００５４】
　［００６５］ステップ１２０において、照明ユニット１０は、ユーザがスイッチ２５を
ローカルに又は遠隔的に作動させることによりオン／オフリクエストを入力する。例えば
、当該照明ユニット１０が部屋の壁又は天井に配置された照明器具内に設置されている場
合、ユーザは該部屋内に入ると共に壁上の接続されたスイッチを切り換えることができる
。当該照明ユニット１０が電灯等の可搬型照明器具内に設置されている場合、当該スイッ
チは該照明ユニット１０の近くに配置されているであろう。他の例として、照明ユニット
１０は上記オン／オフリクエストを、セキュリティ装置、タイマ、又は音若しくは光起動
装置等の自動化システム若しくは装置に応答して入力し得る。
【００５５】
　［００６６］ステップ１３０において、コントローラ１６はステップ１１０で入力され
た照明入力データ及びオン／オフリクエストが送出された時刻に基づいて適切な照明特性
（照明プロファイル）を決定する。例えば、ユーザが光源１２を午前３：００にオンした
場合、周囲光データは大概非常に僅かな周囲光しか存在しないことを示し、光源１２の輝
度を緩やかにフェードインする照明特性が用いられるであろう。従って、コントローラ１
６は時刻データ及び／又は周囲光レベルデータを用いて複数の異なる特性から適切な照明
特性を選択することができる。例えば、メモリには一日における各時刻に対する、又は一
日における適切な時刻に対する照明特性を記憶することができる。しかしながら、午前３
：００に対して通常は適切である照明特性は、当該部屋内に他の明るい光源が存在する場
合、適切でない可能性がある。
【００５６】
　［００６７］例えば、図７及び図８に図示されたものは、少なくとも部分的に時刻に基
づいて決定された照明特性を含む種々の照明特性である。図７において、該照明特性は光
源１２がオンされた場合の輝度の徐々のフェードインを当該曲線の区画６１０に示してい
る。該照明特性は光源１２がオフされた場合の輝度の徐々のフェードアウトを該曲線の区
画６２０に示している。当該光源は、共に、暗闇の時刻において又は暗闇を示す周囲光レ
ベルにおいてオン及びオフされている。
【００５７】
　［００６８］図８において、５つの異なる照明特性は、周囲光レベル曲線７６０に示さ
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れた一日の過程における周囲光の輝度の代用として機能し得る時刻に少なくとも部分的に
依存している。他の例として、一日の過程における周囲光は、一日における時刻の代用と
して機能し得る（従って、後に詳述するように、時刻に対する校正情報として機能し得る
）。朝及び夕方において、周囲光レベルは低いので、光源１２から放出される光の輝度は
、該光の輝度を時間にわたり図示したグラフ７１０及び７５０に示されるように徐々に変
化される。午前半ば及び夕方近くにおいて、周囲光レベルは比較的高いので、光源１２か
ら放出される光の輝度はグラフ７２０及び７４０に示されるように一層速く変化される。
昼下がりにおいて、周囲光レベルは最も高くなるので、光源１２により放出される光の輝
度はグラフ７３０に示されるように最も速く変化される。
【００５８】
　［００６９］一実施態様によれば、コントローラ１６は先ず時刻データをチェックし、
起動されるデフォルトの照明特性を設定するが、次いで周囲光レベルデータを即座にチェ
ックして、該デフォルトの照明特性が修正されるべきかを決定する。例えば、デフォルト
の午前３：００の照明特性は、周囲光レベルセンサが部屋内の明るい光源を検出した場合
は修正され得る。
【００５９】
　［００７０］他の実施態様によれば、コントローラ１６は先ず周囲光レベルデータをチ
ェックし、起動されるデフォルトの照明特性を設定するが、次いで時刻データを即座にチ
ェックして、該デフォルトの照明特性が修正されるべきかを決定する。例えば、光センサ
からの低い周囲光レベルデータに応答して選択されたデフォルトの“暗い部屋”照明特性
は、ユーザが当該プログラミングを週の特定の日に代替照明特性を使用するよう修正して
いた場合は修正され得る。
【００６０】
　［００７１］他の例として、ユーザが光源１２を午後５：００にオンした場合、周囲光
データは大概多くの周囲光が存在することを示し、光源１２の輝度を即座に又は瞬時に上
昇させる照明特性が使用されるであろう。
【００６１】
　［００７２］同様に、ユーザが光源１２を午前３：００にオフした場合、コントローラ
１２は、大概、クロックモジュール２０からの時刻データを使用して、目に順応させる機
会を与えると共に即座の暗闇を防止するために光源１２の輝度が緩やかに低下される照明
特性を選択する。
【００６２】
　［００７３］特定の時刻が例として提示されたが、多くの他の時刻及び照明特性が可能
であると理解されるべきである。
【００６３】
　［００７４］ステップ１４０において、コントローラ１６は光源ドライバ１４に対して
、該光源ドライバ１４にステップ１３０で決定された照明特性を光源１２のパラメータ又
は複数のパラメータ（光源１２の色温度又は色彩強度等）を調整することにより実行させ
る信号を送出することができる。
【００６４】
　［００７５］図５を参照すると、本発明の一実施態様による照明ユニットのクロックモ
ジュール２０を校正する方法を説明したフローチャートが示されている。ここに記載され
た又はそれ以外で想定される実施態様の何れかによる照明ユニット１０、並びに斯かる照
明ユニットの部品の何れか（例えば、光源１２、光源ドライバ１４、コントローラ１６、
センサ１８、クロックモジュール２０等）を含む照明ユニット及び他の照明ユニットを、
この方法において使用することができる。
【００６５】
　［００７６］ステップ２１０において、当該照明ユニット１０のクロックモジュール２
０には、特定の日付及び／又は時刻等の特定の時間が設定される。例えば、当該クロック
モジュールは、製造又は組み立ての時点において、実際の日付及び／又は時刻、又は所定
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の開始時刻（例えば、Unix時刻０）によりプログラム又は初期化することができる。一実
施態様によれば、該クロックモジュールには、該モジュールが工場において照明ユニット
１０に組み込まれる際に適切な日付及び時刻が設定される。他の例として、当該照明ユニ
ットがユーザにより電源に対して導入された場合に（例えば、照明ユニット１０が設置さ
れ、スイッチ２５がオンの位置に切り換えられた場合）、所定の又は事前にプログラムさ
れた日付及び／又は時刻を起動することができる。
【００６６】
　［００７７］ステップ２２０において、照明ユニット１０は光源１２をオンするリクエ
ストを受ける。該リクエストは、ユーザがスイッチ２５をローカルに又は遠隔的に作動さ
せることから生じる。他の例として、照明ユニット１０は、セキュリティシステム、タイ
マ、又は音若しくは光起動装置等の自動化システム若しくは装置に応答してオン／オフリ
クエストを受けることもあり得る。
【００６７】
　［００７８］ステップ２３０において、当該照明ユニット１０は種々の内部及び／又は
外部データ出力要素から照明入力データを入力する。例えば、該照明入力データは光セン
サ１８からの周囲光レベルデータ、クロックモジュール２０からの時刻及び日付データ、
並びに特定の実施態様ではＧＰＳ３０からの位置データを含むことができる。ステップ２
５０において、例えば、クロックモジュール２０は日、年及び／又は時刻に関するデータ
を照明ユニット１０に送出する。この及び他の照明入力データの何れも、照明ユニット１
０に連続的に若しくは間欠的に送ることができ、又は或る機能を実行するために当該デー
タに対する要求若しくは必要性が存在する場合に、若しくはマイクロプロセッサからのリ
クエストに応答して、照明ユニット１０により能動的に取り込むことができる。
【００６８】
　［００７９］一実施態様によれば、照明ユニット１０は、光源１２がオフ状態であった
間にステップ２４０において収集されたセンサ１８からの周囲光レベルデータを入力する
。例えば、照明ユニット１０は、利用可能な一番最近の周囲光レベルデータを使用するこ
とができるか、又は最近の周囲光レベルデータを関連するメモリから取り込むことができ
る。この情報は、後の校正ステップにおいて使用されるべくメモリ２８に記憶することが
できる。
【００６９】
　［００８０］ステップ２６０において光源１２はオフされ、ステップ２７０において周
囲光レベルデータが光センサ１８により再び収集され、該データは照明ユニット１０のコ
ントローラ１６に送出される。照明ユニット１０は、光源１２がオフされてから経過した
時間長（例えば、コントローラ１６が光センサ１８から２つの周囲光レベルデータを入力
する間に経過した時間）及び当該照明ユニット１０の位置（もし分かるなら）を収集し若
しくは収集したか、又はメモリから取り込む。
【００７０】
　［００８１］ステップ２９０において、コントローラ１６は一日における大凡の又は可
能性のある時刻を、少なくとも上述した収集され及び／又は取り込まれた周囲光レベルデ
ータ及び経過した時間量に基づいて決定する。該コントローラは該情報を用いてクロック
モジュール２０を適切な時刻により校正する。
【００７１】
　［００８２］例えば、光源１２が午前６：００にオンされた場合、周囲光データは暗か
ったことを示しそうである（少なくとも部分的に時刻に依存して）。次いで、該光源１２
が同日の午前７：３０にオフされた場合、周囲光データは時間にわたる周囲光の大幅な増
加を示すであろう。周囲光の輝度のレベル及び時間にわたる変化量を含む斯かる２つの周
囲光データポイント、並びに周囲光データの収集の間に１.５時間が経過したというクロ
ックモジュール２０からの知識に基づいて、コントローラ１６は実際の時刻を許容可能な
レベルの誤差内で決定することができる。
【００７２】
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　［００８３］一実施態様によれば、メモリ２８は一日における種々の時刻での周囲光レ
ベルデータを含むデータベースを含む一方、コントローラ１６は収集された周囲光データ
を該データベースと比較すると共に大凡の時刻を決定するための計算を実行するようにプ
ログラムされる。
【００７３】
　［００８４］図６を参照すると、本発明の一実施態様による照明ユニットのクロックモ
ジュール２０を校正する方法を説明したフローチャートが示されている。最初に、ステッ
プ３１０において、クロックモジュール２０は製造の時点で設定され、又は当該照明ユニ
ット１０に最初に電力が供給される際に（例えば、該照明ユニット１０が設置され、スイ
ッチ２５がオン位置に切り換えられた際に）所定の開始時刻（例えば、Unix時間０）によ
り初期化される。ステップ３２０において光源１２がオフされると、コントローラ１６は
、ステップ３３０及び３４０において、時間にわたり光センサ１８からの周囲光データを
継続的に入力する。周囲光データが時間にわたり収集される間に、コントローラ１６は、
ステップ３６０において、時間にわたる（経過時間はステップ３５０においてクロックモ
ジュール２０により供給されている）周囲光レベルデータの変化を監視する。時間にわた
る周囲光レベルの変化に基づいて、コントローラ１６は時刻を計算し、次いでステップ３
７０においてクロックモジュール２０を該時間にわたる周囲光データの変化に基づいて調
整する。このクロックモジュール２０に送られた更新された時刻データは、次いでステッ
プ３５０において、光源１２がオフ位置からオン位置に切り換えられる後続の各時点でコ
ントローラ１６に再び送出するために該クロックモジュール２０により使用され、この処
理は繰り返すことができる。
【００７４】
　［００８５］一例として、光源１２が午前７：３０にオフされた場合、周囲光データは
幾らか明るいことを示すであろう。次いで、光源１２が午後４：３０にオンされた場合、
該光源１２がオンされる直前の周囲光データは、午前７：３０の周囲光データと比較して
周囲光データの大幅な増加を示すであろう。これら２つの周囲光データ及び当該周囲光デ
ータの収集の間に９.０時間が経過したことを知ることに基づいて、コントローラ１６は
実際の時刻を許容可能なレベルの誤差内で決定することができる。例えば、一日の種々の
時刻における周囲光レベルデータを含むデータベースをメモリ２８に記憶することができ
る一方、コントローラ１６は収集された周囲光データを該データベースと比較すると共に
、次いで、時刻を決定するための計算を実行するようプログラム、設定及び／又は構成す
ることができる。
【００７５】
　［００８６］幾つかの実施態様において、光源若しくは照明ユニットのフェードイン、
フェードアウト及び／又は他の照明特性を、時刻、周囲光、部屋の人数又は他の入力に基
づいて自動的に生じるように事前にプログラムすることができる。照明ユニットのフェー
ドイン、フェードアウト及び／又は他の照明特性は、部屋、表面、空間又は他の目標の所
望の照明（照明シーンと称する）を達成するようプログラムすることができる。照明シー
ンは、１以上の照明ユニットから放出される放射の１以上の特性をプログラミングするこ
とにより達成することができる。照明シーンは、空間の環境を向上させると共に、ユーザ
の好み又は要件を満足させるために使用することができる。
【００７６】
　［００８７］従って、図９に示されたソファ８１０、テレビジョン８２０及び椅子８３
０が備わった居間８００等の空間において、照明ユニット８４０，８５０，８６０及び８
７０は有線又は無線等の何らかのタイプの接続及び／又はネットワークを介して接続され
る。照明ユニット８４０，８５０，８６０及び８７０の各々が照明シーンを個別に実施（
レンダリング）することができるか、又はこれら照明ユニットは或る照明シーンをレンダ
リングするために一層小さなグループに選択的にグループ化することができる。
【００７７】
　［００８８］図１０は、一実施態様による照明システム８９０を示す。該照明システム
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は、光源８４０，８５０，８６０及び８７０に結合され、且つ、これら光源を制御するよ
うに構成されたコントローラ１６を有している。コントローラ１６はメモリ２８に結合す
ることができ又は該メモリを含むことができ、該メモリは事前設定値、照明シーン及び上
記光源を制御するために該コントローラにより実行するための他のコンピュータ読取可能
な且つ実行可能な命令を記憶するように構成することができる。該コントローラは、更に
、照明シーンを実行（レンダリング）すべく例えば輝度及び／又はカラー等の１以上の照
明特性を変化させために光源８４０，８５０，８６０及び８７０を個別に又はグループで
制御するよう構成される。光源８４０，８５０，８６０及び８７０は照明シーンを定義す
るためにグループ化することができ、これはユーザによる選択及び制御のために記憶する
ことができる。上記光源の間の関係も、事前設定で記憶される照明シーンの一部として記
憶することができる。
【００７８】
　［００８９］照明システム８９０は、周囲光レベルを検出し、又はレンダリングされた
照明シーンを自己監視及び／又は自動補正するために使用される光センサ１８も含むこと
ができる。当該照明システムは時刻及び／又は日付をモニタするためのクロックモジュー
ル２０も含むことができる。
【００７９】
　［００９０］ユーザインターフェース８８０は照明シーンをプログラムし、又はクロッ
クモジュール２０をプログラムするために使用することができる。ユーザインターフェー
ス８８０は、更に、ユーザが全体の光出力、カラー、調光制御又は種々の他の光源特性を
調整することを可能にするシーンボタン若しくは制御子を含むことができる。各ボタン又
は制御子の近傍の指示情報は、選択された動作を示すためのピクトグラム、アイコン又は
テキストであり得る。
【００８０】
　［００９１］図１１を参照すると、本発明の一実施態様による接続された照明を介して
事前にプログラムされた照明シーンをレンダリングする方法を説明したフローチャートが
示されている。ステップ９００において、照明システム８９０が設置され、給電される。
照明システム８９０は、１以上の照明ユニット１０及び／又は光源１２を含む。例えば、
照明ユニット１０は１以上の光源１２を含み、これら光源のうちの１以上はＬＥＤ型光源
とすることができる。更に、斯かるＬＥＤ型光源は１以上のＬＥＤを有することができる
。該光源は、１以上の光源ドライバ１４により所定の特性（即ち、色彩強度、色温度等）
の光を放出するように駆動することができる。照明ユニット１０には、種々の異なるカラ
ーの放射を発生するように構成された多くの異なる数の及び種々のタイプの光源（全てが
ＬＥＤ型光源、ＬＥＤ型及び非ＬＥＤ型光源が単独又は組み合わせで等）を使用すること
ができる。当該照明ユニットは、ここで説明した実施態様の何れかのもの又はそれ以外で
想定されるものとすることができ、図１、図２及び図１０に関連して説明した照明ユニッ
トの部品の何れか（例えば、光源１２、光源ドライバ１４、コントローラ１６、センサ１
８、クロックモジュール２０等）を含むことができる。
【００８１】
　［００９２］ステップ９１０において、照明システム８９０は特定の照明シーンをレン
ダリングするようにプログラムされる。該プログラミングは、例えばユーザインターフェ
ース８８０を介して又はコントローラ１６により自動的に実施することができる。例えば
、当該ユーザは仕事のための準備を整える朝に明るく且つ暖かい照明シーンを有すること
を望み得る。該照明シーンは、前述したようなフェードイン特性を用いて徐々に形成する
ことができる。ユーザは、昼間は更に一層明るい照明シーンを有することを望み得るか、
又は夕方にはオプションとしてのフェードアウト特性による一層暗い照明シーンを有する
ことを望み得る。
【００８２】
　［００９３］コントローラ１６及びユーザインターフェース８８０は照明システム８９
０内に物理的に統合され又は結合されているように図示されているが、一方又は両方の要
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素を照明システム８９０内の遠隔制御ユニットの形態で実施化することもできる。幾つか
の実施態様において、コントローラ１６の一部又は該コントローラ１６により実行される
機能の幾つかは、遠隔制御ユニット内で具現化される。ユーザインターフェース８８０は
、例えば、プロセッサ及びプログラムを記憶するためのメモリを通常有するＰＤＡ（パー
ソナル・デジタル・アシスタント）等の遠隔制御ユニット内でソフトウェアにより実施化
することができる。このように、ユーザの標準的ＰＤＡ又はスマートフォンを、ユーザイ
ンターフェースとして使用されるように構成することができる。コントローラ１６又は照
明システム８９０の他の要素との通信は、例えば、ＷＬＡＮ（無線ローカルエリアネット
ワーク）、ブルートゥース（登録商標）又は赤外線インターフェース等の当該ＰＤＡ又は
スマートフォンの無線通信インターフェースにより実施することができる。
【００８３】
　［００９４］幾つかの実施態様において、照明システム８９０の照明シーンのプログラ
ミングは、コントローラ１６により実行される学習アルゴリズムを用いて自動的に実施さ
れる。例えば、或る期間の使用の後、該学習アルゴリズムは、当該ユーザは常に日中の間
は部屋Ａの光源の輝度を特定のレベルに設定する一方、夕方には他のレベルに設定すると
判断することができる。この場合、該学習アルゴリズムは、部屋Ａの光源を、ユーザによ
り当該時刻において通常設定されるレベルにオン又はフェードインするようにプログラム
することができる。他の例として、該学習アルゴリズムは、当該ユーザは常に部屋Ａにお
ける光源の輝度を第１レベルに、部屋Ｂにおいては第２の異なるレベル又は第２の異なる
カラーに設定すると判断することができる。
【００８４】
　［００９５］幾つかの実施態様において、照明システム８９０における照明シーンのプ
ログラミングは、ポータル、スマートフォンプログラム又は他の遠隔アクセスメカニズム
を用いて遠隔位置から実施される。例えば、照明システム８９０のユーザはカラー又は輝
度等の特定の入力を持つ位置を訪れることができ、斯かる入力はセンサを介して測定又は
決定することができると共に、次いで、ポータル、スマートフォンプログラム又は他の遠
隔アクセスメカニズムを用いて照明システム８９０に送信することができる。この携帯性
は、ユーザが照明システム８９０のプログラミングを１以上の遠隔位置から設定、修正及
び／又は操作することを可能にする。一例として、ユーザは照明システム８９０の設置現
場から遠隔の位置に居ることができ、スマートフォンのソフトウェアアプリケーションに
より該ユーザが当該照明システム内に複製したいと欲する当該環境内のカラーをキャプチ
ャ又は測定することができる。一旦キャプチャ又は測定されたなら、上記カラーに関する
情報は、新たな又は既存のシーンにおいて使用されるべく、当該照明システムに有線又は
無線接続を介して伝送することができる。幾つかの実施態様において、事前にプログラム
された照明シーンを交換し又は他のユーザから購入することができる。
【００８５】
　［００９６］ステップ９２０において、照明システム８９０は、とりわけ、ローカルに
若しくは遠隔的に電灯スイッチを作動させるユーザから、警報に応答して、又は事前にプ
ログラムされた時刻において、オン又はオフリクエストを入力する。例えば、照明ユニッ
ト１０が或る部屋の壁又は天井に配置された照明器具内に設置されている場合、ユーザは
該部屋に入り、壁上の接続されたスイッチを切り換えることができる。照明ユニット１０
がランプ等の可搬型照明器具内に設置されている場合、スイッチは該照明ユニット１０の
近傍に配置されるであろう。他の例として、照明ユニット１０は上記オン／オフリクエス
トを、セキュリティ装置、タイマ、又は音若しくは光起動装置等の自動化されたシステム
若しくは装置に応答して入力し得る。例えば、照明システム８９０は、事前に選択された
シーンを当該ユーザが帰宅すると計画された直前の午後５：１５に起動するようにプログ
ラムすることができる。他の例として、ユーザのスマートフォンは、ユーザ又は該スマー
トフォンが、当該照明システムが設置された自宅の近傍等のプログラムされた仮想地理境
界線（ジオフェンス）に到達したら該照明システムに信号を送信することができる。
【００８６】
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　［００９７］ステップ９３０において、照明システム８９０は種々の内部／外部データ
出力要素から照明入力データを入力する。例えば、該照明入力データは、多くの他の入力
のなかでも、光センサ１８からの周囲光レベルデータ、クロックモジュール２０からの時
刻データ及び日付データ、並びにＧＰＳ３０、遠隔スマートフォン又はインターネットか
らの位置データを含むことができる。他の例として、スマートフォン又は携帯計算装置は
、照明システム８９０内の通信モジュール４０に時刻、日付及び／又は位置データを送信
することができる。照明システム８９０のコントローラ１６は、この照明入力データを用
いて、事前にプログラムされた照明シーンを選択及び／又は修正することができる。例え
ば、電灯オン又はオフリクエストがクロックモジュール２０からの入力に基づく午前１１
：３０に入力された場合、当該コントローラは、例えばフェードイン又はフェードアウト
特性を含むことができる複数の記憶された照明シーンのうちの何れを起動させるべきかを
決定することができる。他の例として、電灯オン又はオフリクエストが、周囲光レベルが
前記光センサに基づけば非常に高い際に入力された場合、当該コントローラは、例えばフ
ェードイン又はフェードアウト特性を含むことができる複数の記憶された照明シーンのう
ちの何れを起動させるべきかを決定することができる。他の例として、電灯オン又はオフ
リクエストが、天気予報又は現在の天気状況が気象センサ、周囲光センサ又は当日天気予
報からの入力に基づけば曇りである場合、当該コントローラは、例えばフェードイン又は
フェードアウト特性を含むことができる複数の記憶された照明シーンのうちの何れを起動
させるべきかを決定することができる。
【００８７】
　［００９８］ステップ９４０において、コントローラ１６は種々の入力に基づいて適切
な照明シーンを決定する。例えば、上記入力は、周囲光レベル、一日又は一年における時
刻及び他の入力等の、ステップ９３０において入力された照明入力データを含むことがで
きる。一例として、コントローラ１６は該入力データを使用して多数の異なる照明シーン
の中から適切な照明シーンを選択することができる。例えば、メモリには一日の毎時刻に
対する又は一日における適切な時刻に対する照明シーンが記憶され得る。しかしながら、
通常は午前３：００にとり適切である照明特性が、当該部屋内に他の明るい光が存在する
場合は適切でなくなり得る。従って、事前にプログラムされた照明シーンは、追加の入力
に基づいて修正し又は適合化することができる。
【００８８】
　［００９９］例えば、図１２に示されるものは、少なくとも部分的に時刻及び／又は周
囲光の輝度に基づいて決定された照明シーンを含む種々の事前にプログラムされた照明シ
ーンである。一例として、一日の早くにおいて、照明システム８９０はシーンＡを好まし
い照明シーンとして選択する。昼頃、照明システム８９０はシーンＢを好ましい照明シー
ンとして選択する。そして、夕方に、照明システム８９０はシーンＣを好ましい照明シー
ンとして選択する。他の例として、低い周囲光レベルにおいて、照明システム８９０はシ
ーンＡを好ましい照明シーンとして選択する。中程度の周囲光レベルにおいて、照明シス
テム８９０はシーンＢを好ましい照明シーンとして選択する。そして、非常に高い周囲光
レベルにおいて、照明システム８９０はシーンＣを好まし照明シーンとして選択する。更
に他の例として、照明シーンは少なくとも部分的に部屋内の人の数に基づいて決定するこ
とができ、斯かる数はセンサを用いて自動的に検出することができるか、又はユーザイン
ターフェースに入力することができる。少ない人数レベルにおいて、照明システム８９０
はシーンＡを好ましい照明シーンとして選択する。中程度の人数レベルにおいて、照明シ
ステム８９０はシーンＢを好ましい照明シーンとして選択する。そして、多い人数レベル
において、照明システム８９０はシーンＣを好ましい照明シーンとして選択する。幾つか
の実施態様において、選択された照明シーンの何れも、周囲光レベル、気象条件、ユーザ
の雰囲気、部屋の人数及びその他の入力等の他の入力に基づいて変化させることができる
。
【００８９】
　［０１００］幾つかの実施態様において、前記入力は特定のユーザに関する情報を含む
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ことができる。或る空間内の異なるユーザは異なる照明シーンをプログラムすることがで
き、従って、照明システム８９０の識別モジュール部品を有することが望ましい。例えば
、当該照明システムは、ユーザの顔、身体部分又はユーザのスマートフォンから発せられ
る信号を認識するようプログラム又は構成することができる。
【００９０】
　［０１０１］ステップ９５０において、照明システム８９０は選択された照明シーンを
光源ドライバ１４に信号を送出することにより起動することができ、該信号は光源ドライ
バ１４にステップ９４０において決定された照明シーンを、光源１２の色温度又は色彩強
度等の該光源１２のパラメータを調整することにより実行させる。選択される照明シーン
は、例えば、空間内の照明ユニットの特定のグループ又はサブグループの選択を含むこと
ができる。
【００９１】
　［０１０２］幾つかの実施態様において、プログラムされる照明シーンは、夜間に空間
の低輝度照明を可能にするよう設計された“つまずき”照明シーンである。該低輝度照明
シーンは、ユーザが暗闇においてつまずくのを防止すると同時に、暗視力の喪失又はメラ
トニン生成の抑圧を防止する。例えば、照明システム８９０は通常の睡眠時間中に人がベ
ッドから出た場合に動きセンサにより起動することができる。時刻に基づいて、最小限の
量の光を供給する照明シーンを選択することができる。更に、複数の部屋に複数の動きセ
ンサ及び照明ユニットを含む照明システム８９０において、当該照明シーンは、ユーザが
部屋から部屋へ、又は第１照明ユニットの近傍から第２照明ユニットの近傍へ移動する際
の照明ユニットの複数の部屋での起動を含む。他の例として、該照明ユニットの複数の部
屋での起動は、ユーザが部屋から部屋へ、又は第１照明ユニットの近傍から第２照明ユニ
ットの近傍へ移動するのに掛かる事前にプログラムされた又は学習された時間量に完全に
依存し得る。一例として、ユーザの寝室における照明ユニットは、ユーザが夜間にベッド
から出た場合に起動され得る。選択され又は事前にプログラムされる照明シーンは、暗視
力の喪失を防止するために赤い色又は色調の暗い光を含む。ユーザが寝室から廊下へと歩
く際に、廊下の照明ユニットは同様の照明シーンで起動する。最後に、ユーザが浴室へと
歩く際に、該浴室内の照明ユニットは同様の照明シーンで起動する。他の例として、寝室
、廊下及び浴室内の全ての照明ユニットは、夜間に寝室で十分な動きが検出された場合、
選択された照明シーンで起動することができる。
【００９２】
　［０１０３］以上、本発明の幾つかの実施態様を本明細書において説明及び図示したが
、当業者であれば、ここに説明した機能を実行し、及び／又はここで述べた結果及び／又
は利点の1以上を得るための種々の他の手段及び／又は構成に容易に想到するであろう。
このような変更及び／又は修正の各々は、ここに述べた本発明の実施態様の範囲内である
と見なされる。もっと一般的に言うと、当業者であれば、ここに述べた全てのパラメータ
、寸法、材料及び構成は例示的なものであることを意味し、実際のパラメータ、寸法、材
料及び／又は構成は、本発明の教示が用いられる特定の用途に依存するであろうことを容
易に理解するであろう。当業者であれば、ここで述べた本発明の特定の実施態様に対する
多くの均等物を認識し、又は通例の実験を用いるだけで確認することができるであろう。
従って、上述した実施態様は例示としてのみ提示されたものであり、添付請求項及びその
均等物の範囲内で、本発明の実施態様は、特定的に説明及び請求項に記載したもの以外で
実施することができると理解されるべきである。本開示の発明的実施態様は、ここで述べ
た各フィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法に向けられたものである
。更に、２以上の斯様なフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は方法の如
何なる組み合わせも、このようなフィーチャ、システム、物品、材料、キット及び／又は
方法が相互に矛楯しないならば、本開示の発明の範囲内に含まれるものである。
【００９３】
　［０１０４］ここで定められ及び使用された全ての定義は、辞書の定義、参照により組
み込まれた文献における定義及び／又は定義された用語の通常の意味を規制すると理解さ
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れるべきである。
【００９４】
　［０１０５］本明細書及び請求項で使用される単数形は、そうでないと明示しない限り
、“少なくとも１つの”を意味すると理解されるべきである。
【００９５】
　［０１０６］本明細書及び請求項において使用される“及び／又は”なる語句は、その
ように結合されたエレメントの“何れか又は両方”、即ち或る場合には連接的に存在し、
他の場合には離接的に存在するエレメントを意味すると理解されるべきである。“及び／
又は”で列挙された複数のエレメントは、同様に、即ちそのように結合されたエレメント
の“１以上”であると見なされたい。“及び／又は”なる文により固有に識別されたエレ
メント以外の他のエレメントも、これらの固有に識別されたエレメントに関係するか関係
しないかによらず、オプションとして存在することもできる。このように、限定するもの
ではない例として、“有する”等の非制限的文言との関連で使用される場合、“Ａ及び／
又はＢ”なる言及は、一実施態様ではＡのみを（オプションとしてＢ以外のエレメントを
含む）、他の実施態様ではＢのみを（オプションとしてＡ以外のエレメントを含む）、更
に他の実施態様ではＡ及びＢの両方を（オプションとして他のエレメントを含む）等を指
すことができる。
【００９６】
　［０１０７］本明細書及び請求項で使用される場合、“又は”は上記に定義した“及び
／又は”と同じ意味を持つと理解されたい。例えば、リスト内の項目を分ける場合、“又
は”又は“及び／又は”は、包含的であると、即ち、少なくとも１つの包含のみならず、
複数の又は一連のエレメントのうちの２以上及びオプションとして追加の非掲載項目も含
むと解釈されるべきである。“のうちの１つのみ”又は“のうちの正確に１つ”のように
、そうでないと明確に示された用語のみ、又は請求項で使用される場合の“からなる”は
、複数の又は一連のエレメントのうちの正確に１つのエレメントの包含を指す。一般的に
、ここで使用される“又は”なる用語は、“何れか”、“のうちの１つ”、“のうちの１
つのみ”又は“のうちの正確に１つ”等の排他性の用語により先行された場合にのみ、排
他的な代替物（即ち、“一方又は他方であるが、両方ではない”）を示すと解釈されるべ
きである。“から本質的になる”は、請求項において使用される場合、特許法の分野で使
用される通常の意味を有するものである。
【００９７】
　［０１０８］本明細書及び請求項で使用される場合、１以上のエレメントのリストを参
照する“少なくとも１つの”なる語句は、該エレメントのリストにおけるエレメントの何
れか１以上から選択された少なくとも１つのエレメントを意味するものであり、該エレメ
ントのリスト内の各及び全エレメントの少なくとも１つを必ずしも含むものではなく、該
エレメントのリスト内のエレメントの如何なる組み合わせをも除くものではないと理解さ
れるべきである。この定義は、上記“少なくとも１つの”なる語句が参照する上記エレメ
ントのリスト内で特定的に識別されるエレメント以外のエレメント（上記の特定的に識別
されたエレメントに関係するか又は関係しないかに拘わらず）がオプションとして存在す
ることも可能にする。
【００９８】
　［０１０９］明確にそうでないと示さない限り、請求項に記載された２以上のステップ
又は動作を含む如何なる方法においても、該方法のステップ又は動作の順序は、該方法の
斯かるステップ又は動作が記載された順序に必ずしも限定されるものではないと理解され
るべきである。
【００９９】
　［０１１０］また、請求項における括弧内の符号は、便宜のためにのみ設けられたもの
であり、当該請求項を如何なる形でも限定するものと見なしてはならない。
【０１００】
　［０１１１］請求項及び上記明細書において、“有する”、“含む”、“担持する”、
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“持つ”、“収容する”、“伴う”、“保持する”及び“からなる”等の全ての移行句は
非制限的であると、即ち含むが限定されるものではないことを意味すると理解されるべき
である。“からなる”及び“から本質的になる”なる移行句のみが、各々、制限的又は半
制限的移行句である（米国特許庁の特許審査手順マニュアル、第2111.03節に記載されて
いるように）。
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